
今回のテーマは血糖測定の新しいトレンドです。
　血液中の糖（グルコース）の濃度を調べる方法です。糖尿病で血糖が下がる薬をのんでいたり、

インスリンを打つ必要がある場合は特に頻繁に血糖を調べなければいけません。日常生活にお

いて必要なので、糖尿病のある方にはなるべくご自分で測定できるようにサポートしていきます。

　最初の章では従来通りに、針を指先に刺して血を出し、糖を測定する方法をご紹介します。

医者でも看護師でも、新人のかなり最初の頃に習う手技ですね。まずは、自分で自分の血糖

値を測定できるようになりましょう。これは自己血糖測定＝SMBG（Self Monitoring of Blood 
Glucose）と呼ばれています。ソロで、セルフでやるからこその苦労もあります。自分一人でで
きるようになれば、糖尿病の方にアドバイスするときにも苦労やコツを一緒に伝えることができる

でしょう。

　次に「持続血糖測定」、略してCGM（Continuous Glucose Monitoring）についてご紹介し
ます。センサーにつながったフィラメントを皮膚に刺すことで、皮下組織のグルコースの濃度をリ

アルタイムで測定できる、というものです。一度刺してしまえばしばらく（センサーの消費期限が

くるまで）のあいだ血を見ることなく、痛い思いをせずに何度でも測ることができます。これは新

しい測定方法です。

　血糖測定の方法は安全であるように、痛くないように、手間が減るように、どんどん進化を

重ねています。
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（上記はすべて2024.11.20アクセス）
※2024年11月末時点の情報をもとに制作しています。必要に応じて、製品の発売元のホー
ムページなどで最新の情報をご確認ください。
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